


本作には字幕や手話の訳はないが、ジ、エスチャーや顔の表'情で、ほぼすべ、て理解で、きるようになる。この効果は〈コツペリア〉やれるみ割り人形〉とし、ったバレエを

鑑賞しているのに似ているが、達し、と言えばより性的で暴力的なことと、少女たちがチュチュの代わりにふしだらなホットパンツを履いている事だろう。

ミロスラヴ・スラボ、シュヒ。ツキーの驚くべ、き監督・脚本デビュー作!行動、感'情、絶望的な衝動が言葉よりもはるかに雄弁で、あるo 大胆で、難解なコンセフ。トで、あり

ながら、凍りつくような結末に向けて画が進むに連れ、幾層もの深い意味を生み出す。今後上映されるすべ、ての映画祭で、注目の的となり、輝かしし、評価を得て、

アート作品としての魅力を露呈することだろう。

寄宿学校を舞台にした聾唖の少年少女達の物語が、バイヤーや評論家たちを驚傍させた! 20145, 2

字幕がなく、俳優たちのジェスチャーに注目し続けなければならないのは、とても手ごわい要求のように聞こえるが、スラボ、シュヒ。ツキーはキャラクター達の熱のこもっ

た動きややり取りを通して、魅力的な経験を観客に提供するo そのコンセプトは、無声映画と多くの共通点を持つが、その独特なリズムは今までに例のなし、ものだ。

?014

カンヌの批評家週間をノ、イライトするものであり、本年の映画祭の最大の発見。

騒がしし、映画祭の 12 日間の中で、「ザ・トライブ」の静寂は何より大きな声で訴えかけてきた。 014

残酷で、センセーショナノレ。クライマックスは特に目の肥えた映画祭の観客にさえショックを与える D しかしこの年のカンヌの最大の発見と言えることは間違いない。

セノレゲイは聾唖者専門の寄宿学校に入学する。そこでは犯罪や売春などを行う悪の組織=族(トライブ)によるヒエラルキーが形成されており、

セルゲイは入学早々 彼らの洗礼を受ける。何回かの犯罪に加担してしてうちに、セノレゲイは組織の中で、より高いポジ、ションを得てして。やがて彼は、族の

リーダーの愛人のひとりで、売春をやっているアナに執着し、組織における暗黙のルールを破ってし、く。

監督・脚本:ミロスラヴ・スラポシュヒ。ツキー 主演:グリゴリー・フェセンコ/ヤナ・ノヴィコヴァ 2014 年/ウクライナ/カラー /132 分/HD/1:2.39/

ドルビー 5.l ch/字幕無/手話のみ 原題 :rrnEM' 兄 提供:ミモサ eフィルムズ/彩フ。ロ 配給:彩フ。ロ/ミモサゃフィルムズ 宣伝:ミモサ寺フィルムズ

宣伝協力:テレザとサニー 後援:ウクライナ大使館 ｩGARMATAFILMPRODUCTIONLLe.2014 ｩUKRAINIANSTATEFILMAGENCY.2014
www.thetribe.jp
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